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「マーケティングの出番ですか？」と題し

て、主に、モノづくり企業で製品開発、

生産に従事される技術者の方々を対象

に、お仕事に “役立つ”、“必要な”、そし

て “面白い” マーケティング関連情報、知

識、事例、最新トピック等を幅広くご紹

介させて頂きます。

マーケティングの出番ですか？
連載

統合化された個人データ（DXY）の
副次的、そして本質的な価値
武道誠芳　（株）テンプロクシー　代表取締役

データ流通のあり方が改めて問題提起されています。

●個人データの新たな収集、提供方法と収益化の展開
　GAFAに代表される無料サービスを通じたデータの
自動収集、および流通モデルの対抗軸として、内外2社
の展開をご紹介します。

【大日本印刷株式会社（DNP）】
（https://www.dnp.co.jp/biz/theme/info-bank/　より抜粋・引用）

　DNPは、「情報
銀行」という仕組
みを基に、生活者
の代わりにパーソ
ナルデータを管理
し、生活者の同意
の範囲内でパーソ
ナルデータを第三

者に提供します。情報銀行とは、生活者と企業のリレー
ションの在り方を根本的に変えて、生活者の豊かな暮ら
しを実現するための仕組みです。
〈特長〉
1．�生活者が保有する膨大なデータを整理しながら格納
するデータ管理機能

2．�生活者が情報提供先を包括的に選択できる包括同意
機能（コントローラビリティ）

3．�独自のブロックチェーン技術を利用した証跡管理機
能（トレーサビリティ）

4．�脆弱性・不正アクセス対策など、情報信託機能の認
定指針に準拠したセキュリティ機能

　これにより、パーソナルデータを利用する企業は情報
銀行を介して正確な顧客分析やニーズに合った商品、サ
ービスの提供が可能になります。
　情報銀行は、個人データの流通市場の形成を目的とし
た日本独自のユニークな展開であり、個人データの価値
の啓発を始め、データ価格の形成機能等、今後の動向が
注目されます。

【Opiria（ドイツ）】 
（https://www.opiria.com/pdata_japanese/　より抜粋・引用）

　Opiriaは、企業
が消費者データを
収集および分析で
きるブロックチェ
ーンを活用した市
場調査プラットフ
ォームを開発して
おり、以下の機能
を有しています。

●��誰とどのデータを共有するかを消費者が自分でコン
トロールできる。

●��消費者がデータの提供に対して対価を受け取れる。

　今回は、前回に提唱した統合化された個人データ（DXY�
：デジタルトランスフォーメーション・ユアセルフ）が
個人にもたらす副次的な価値と、データ流通市場にもた
らす本質的価値について考察を加えたいと思います。

●あなたの個人データの価値を金額にすると？
　GAFAは様々な無料サービスを提供することで個人
データを収集し、それを広告ビジネスとして収益化して
いるのはご存じの通りですが、それでは一体、その金額
はどれぐらいでしょうか？個人から許可を得て広告主に
データ販売を行うpermission.io社のサイト（https://
permission.io/own-your-data/）から抜粋・引用して
ご紹介します。「Facebook、Google、およびその他の
デジタル広告ブローカーは、ターゲティングにデータを
使用します。彼らはあなたの行動とあなたの消費者プロ
フィール（あなたの好み、ライフスタイル、人生のステ
ージ、他様々な属性、閲覧履歴等）をキャプチャします。

　 Facebook
は、ユーザーに
ついて多くのこ
とを知っている
ことで成長して
います。平均的
な米国のユーザ
ーは、サイトで
1日約40分を費

やしており、Facebookは定期的に一連の統計アルゴリ
ズムを実行して、ユーザーを広告主が宣伝したい製品と
照合します。2017年、オンラインFacebook広告の平
均クリック単価は1.72ドルでした。これは、分析およ
び評価できる膨大な種類のデータに由来するプレミアム
価格です。もう1つの巨人であるGoogleは、この分野で
Facebookに匹敵することはできませんが、米国市場の
80％のシェアを持ち、検索広告を支配している
GoogleAdwordsでそれを補っています。
　2017年の米国におけるデジタル広告の総収益約830
億ドルを、米国のインターネットユーザーの人口（約2
億8700万人）で割ると、一人当たり平均289.19ドル／
年になります。プロフィールだけでもこれだけの収益価
値を持っています。」
　因みに、2018年にハーバード大学のR.�Sunstein氏が
行った主要SNSに対する支払意志額（有償だった場合に
払っても良いと考える額）のパイロット調査では
Facebookの支払意志額は平均で1,760円／月との結果
があり、偶然かもしれませんが個人データの収益額とサ
ービス対価が近似値になっています。
　従来、個人がデータの価値を意識することはほとんど
ありませんでしたが、個人情報の漏洩や情報を乱用した
広告やプロモーション、さらに最近富みに増加する迷惑
メール等の弊害から、個人データの安心・安全な運用、
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なものから法的なものまで、世
界中でさまざまな取組みがあ
り、グローバルな組織として、
世界の様々な拠点において活動
を強化しています。

　これらの新たな展開は、個人
データのあり方が転換期を迎え

ていることを意味しています。
　それは、個人データが収益化できるという副次的な価
値、そして、高品質のデータを利用することで企業は真
に革新的な商品を開発できるという本質的な価値をもた
らします。

　当コラムのより詳細なオリジナル版は、https://www. 
mo4ma.orgでご覧頂けます。
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●  データは、仲介者を介さず、消費者から企業に直接
渡される。

　データの売買のためのグローバルな分散型マーケット
プレイスを構築し、消費者と企業間のデータ提供方法を
変革します。消費者はデータを共有するための暗号通貨
トークンでデータの価値を収益化でき、企業はOpiria
の市場を通じて大量の高品質の消費者データを取得でき
ます。Opiriaのプライバシーとセキュリティ機能によ
り、消費者は共有したい個人データとそれを誰と共有す
るかを決定することもできます。この革新的なアプロー
チにより、最終的に消費者はデータを完全に管理できる
ようになり、企業はビジネスプロセスの消費者データを
取得するための合法かつ効率的な方法を利用できるよう
になります。
　最新技術を駆使したプラットフォームで個人と企業の
直接的なデータ売買サービスを目指しており、個人情報
に対する意識の高い欧米を始め、当ビジネスモデルの進
展が注目されます。

●個人データの啓発活動My Data Global
（https://www.opiria.com/pdata_japanese/　より抜粋・引用）

　「MyData Global」は、「個人がパーソナルデータを
自分自身のために使い、自分の意思で安全に共有できる
ようにする」という考え方を、世界に発信する組織とし
て2018年に設立されました。MyDataカンファレンス
は毎年フィンランドのヘルシンキで開催され、ヨーロッ
パをはじめ、日本、アメリカなど世界各国から参加者が
集まっています。オープンナレッジの活動として技術的
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